
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

日

及

び

申

請

期

間

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

担

当

課

（

室

）

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

目

次

【

公

告

】

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

【

告

示

】

○

悪

臭

防

止

法

に

基

づ

く

悪

臭

の

規

制

地

域

及

び

環

境

管

理

課

の

完

了

【

教

育

委

員

会

】

規

制

基

準

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

岡

山

県

立

学

校

の

管

理

運

営

に

関

す

る

規

則

の

教

育

委

員

会

○

令

和

四

年

度

自

衛

官

第

九

次

募

集

（

自

衛

官

候

危

機

管

理

課

一

部

を

改

正

す

る

規

則

補

生

）

（

県

例

規

集

登

載

）

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

〃

〃

○

指

定

障

害

児

通

所

支

援

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

室

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

〃

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

〃

出

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

更

新

○

〃

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

取

消

し

○

内

水

面

漁

場

計

画

に

基

づ

く

漁

業

の

免

許

予

定

水

産

課

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
十
二
号

昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
一
号
（
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
悪
臭
の
規
制
地
域
及
び
規

制
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
一
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
三
条
の
表
和
気
町
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

鏡
野
町

一
四

別
表
第
二
和
気
町
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

鏡
野
町

す
べ
て
の
地
域

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
十
三
号 

 

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
自
衛
官
候
補
生
の
令
和
四
年
度
募
集
の
要
領
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

採
用
自
衛
官
の
区
分 

自
衛
官
候
補
生 

二 

応
募
資
格 

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
者
（
三
十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、

採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
で
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

１ 

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者 

２ 

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条

項
に
該
当
す
る
者 

３ 

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
民
法

（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
る
準
禁
治
産
の
宣
告
を
受
け
て
い
る
者
の
う

ち
心
神
耗
弱
を
原
因
と
す
る
も
の
以
外
の
者 

三 

受
付
期
間 

令
和
五
年
一
月
十
四
日
か
ら
同
年
二
月
十
五
日
ま
で 

四 

採
用
試
験
種
目 

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
及
び
身
体
検
査 

な
お
、
筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
に
よ
り
実
施
す
る
。 

五 

志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先 

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所 

六 

採
用
試
験
期
日 

１ 

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
試
験
） 

令
和
五
年
二
月
十
九
日
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で
の
間
で
、
志
願
者
本
人
が
希
望
す
る
日
時 

２ 

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査 

令
和
五
年
二
月
二
十
三
日 

七 

試
験
場 

１ 

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
） 

２ 

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
） 

八 

採
用
予
定
時
期 

令
和
五
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間 

九 

そ
の
他 

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
の
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
八
六
―
二
二
六
―
〇
三
六
一 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所 

 
 

 
 

 

〇
八
六
八
―
二
二
―
五
六
三
七 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所 

 
 

 

〇
八
六
―
四
二
二
―
七
三
五
八 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所 

 
 

 

〇
八
六
六
―
二
二
―
二
三
一
四 

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所 

 
 

 

〇
八
六
―
二
二
四
―
二
八
二
四 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
.
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
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◎
岡
山
県
告
示
第
十
四
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
一
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

フ
ェ
ニ
テ
ッ
ク
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

株
式
会
社

ー

住
所

岡
山
県
井
原
市
木
之
子
町

番
地

6
8
3
3

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

石
井

弘
幸

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
フ
ェ
ニ
テ
ッ
ク
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

株
式
会
社
岡
山
第
１
工
場

ー

所
在
地

岡
山
県
井
原
市
木
之
子
町

番
地

6
8
3
3
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設

65
酸又はアルカリによる

種 類 表面処理施設
(174)

能 力 400枚／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 令和５年２月27日

工 事 完 成 予 定 年 月 日 令和５年３月６日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 令和５年３月６日

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.7 1.4
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 11 11
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 30 60
常の量及び最大

 の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 30 60

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 1 2

油 分（㎎／Ｌ） － －

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 70 150

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） － －

大腸菌群数（個／㎤） － －

備考１ 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
備考２ 酸又はアルカリによる表面処理施設(174)から排出される汚水等は、公共下水道に排除される。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 変 更 前 変 更 後

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 中和処理施設ラインミキサー 同左

種 類 及 び 型 式 ラインミキサー 同左

構 造 硬質塩ビ製配管経路 同左

主 要 寸 法 φ65ｍｍ×320ｍｍ（撹拌部分） 同左

能 力 30㎥／時間 同左

処 理 の 方 法 自動ｐＨ調整 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 令和５年２月27日

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 令和５年３月６日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 令和５年３月６日

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左
の概要

使用時における 処 理 前 処 理 後 処 理 前 処 理 後
当該汚水等の処 区 分
理施設による処 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
理前及び処理後
の汚水等の汚染 水 量（㎥／日） 558.772 629.682 558.772 629.682 559.422 631.082 559.422 631.082
状態の通常の値
及び最大の値並 ｐ Ｈ 3～5 3～5 6～8 6～8
びに当該汚水等

 の通常の量及び ＢＯＤ（mg／Ｌ） 30 60 30 60
最大の量

 ＣＯＤ（mg／Ｌ） 30 60 30 60

   Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 1 3 1 3

 油 分（mg／Ｌ） <1.0 <1.0 <1.0 <1.0
同左

   Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 130 230 130 230

    Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 2 5 2 5

大腸菌群数（個／㎤） － － － －

    ふっ素（㎎／Ｌ） 4.5 7.8 4.5 7.8

アンモニア、アンモニウム

105 185 105 185化合物、亜硝酸化合物及び

  硝酸化合物（mg／Ｌ）

備考 汚水等の処理施設で処理された汚水等は、公共下水道に排除される。
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(5) 排水口に関する事項
変更なし

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 令和５年１月13日から同年２月３日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び井原市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
十
五
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
一
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

住
友
電
工
焼
結
合
金
株
式
会
社

住
所

岡
山
県
高
梁
市
成
羽
町
成
羽

番
地

2
9
0
1

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

小
菅

敏
行

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
住
友
電
工
焼
結
合
金
株
式
会
社

所
在
地

岡
山
県
高
梁
市
成
羽
町
成
羽

番
地

2
9
0
1
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設

63のイ
金属製品製造業又は機

種 類 械器具製造業の用に供
する焼入れ施設
(66)

能 力 2,000kg／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 令和５年３月11日

工 事 完 成 予 定 年 月 日 令和５年４月20日

使 用 開 始 予 定 年 月 日 令和５年５月21日

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0 0.25
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6.0～6.5 5.8～6.7
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 15 30
常の量及び最大

 の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 4,600 7,000

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 130 260

油 分（質量％） 95 99

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） － －

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） － －

大腸菌群数（個／㎤） － －

備考１ 種類は、水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
備考２ 金属製品製造業又は機械器具製造業の用に供する焼入れ施設(66)から排出される汚水等は、産業廃棄物として処理委託される。

(4) 汚水等の処理施設に関する事項
変更なし

(5) 排水口に関する事項
変更なし

２ 縦覧の期間及び場所
(1) 期 間 令和５年１月13日から同年２月３日まで
(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び高梁市役所

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
十
六
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

で
い
さ
ー
び
す 

あ
い
り
ん
ご
６ 

  

２  

所
在
地 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
四
一
一
六
―
六
四 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
ピ
コ
リ
ン 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

岡
山
市
東
区
南
古
都
四
〇
〇
番
地 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
一
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
二
六
〇
〇
一
〇
四 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
十
七
号 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

ゆ
ず
株
式
会
社 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
津
山
市
野
村
三
〇
三
番
地
一 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

ゆ
ず
株
式
会
社 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
津
山
市
野
村
三
〇
三
番
地
一 

三 

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日 

令
和
四
年
十
二
月
二
十
八
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
〇
三
〇
二
四
九
三 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

訪
問
介
護 

 
 

 

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
十
八
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

ゆ
ず
株
式
会
社   

２  

所
在
地 

津
山
市
野
村
三
〇
三
―
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

ゆ
ず
株
式
会
社 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

津
山
市
野
村
三
〇
三
―
一 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
五
年
一
月
四
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
〇
三
〇
〇
八
八
八 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護 

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
十
九
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

指
定
年
月
日 

佐
古
薬
局 

石
川
病
院
前
店 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

津
山
市
川
崎
五
五
一
―
一 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
四
日 

 
 

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

更
新
年
月
日 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
く
じ
ば 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

笠
岡
市
笠
岡
五
〇
九
九
―
二 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
一
月
一
日 

 

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
一
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

更
新
年
月
日 

医
療
法
人
行
堂
会 
長
野
病
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
社
市
総
社
二
―
二
二
―
四
三 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
一
月
一
日 

 

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
二
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

辞
退
年
月
日 

医
療
法
人
や
ま
て
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

総
社
市
岡
谷
一
二
一
―
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
八
日 

真
庭
中
央
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

真
庭
市
上
市
瀬
三
五
一
―
一 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日 

い
ほ
り
薬
局
帯
高
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

倉
敷
市
帯
高
一
六
八
―
二 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日 

 

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
三
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
た
。 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
を
取
り
消
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

取
消
年
月
日 

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ご
み 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
東
富
井
九
二
五
―
一
セ
ジ
ュ
ー
ル
村
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
三
年
二
月
十
日 

 

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
四
号 

 

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
内
水
面

漁
場
計
画
を
定
め
る
と
と
も
に
、
同
法
第
六
十
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
内
水
面
漁
場
計
画
に

基
づ
く
漁
業
の
免
許
予
定
日
及
び
申
請
期
間
を
定
め
た
。 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

内
水
面
漁
場
計
画
の
内
容 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

（
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課
に
備
え
置
い
て 

縦
覧
に
供
す
る
。
） 

二 

免
許
予
定
日 

 
 

令
和
六
年
一
月
一
日 

三 

申
請
期
間 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
三
日
か
ら
二
百
十
日
間 

 
 

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
五
年
一
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

下
原
船
穂
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

倉
敷
市
船
穂
町
柳
井
原
字
池
之
内
二
二
六
七
番

二
九
五
・
四

七
地
先
か
ら

新

一
三
・
五
～

倉
敷
市
船
穂
町
水
江
字
一
ノ
口
一
四
番
一
地
先

四
八
・
五

ま
で

倉
敷
市
船
穂
町
柳
井
原
字
池
之
内
二
二
六
七
番

旧

二
八
一
・
四

七
地
先
か
ら

一
七
・
〇
～

五
六
・
〇

倉
敷
市
船
穂
町
水
江
字
一
ノ
口
一
四
番
一
地
先

ま
で

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
告
示
第
二
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
五
年
一
月
十
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

下
原
船
穂
線

令
和
五
年
一

倉
敷
市
船
穂
町
柳
井
原
字
池
之
内
二
二
六
七
番
七
地

か
ら

月
十
三
日

先倉
敷
市
船
穂
町
水
江
字
一
ノ
口
一
四
番
一
地
先
ま
で

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



〔
二
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
金
井
戸
字
天
神
前
二
〇
五
―
五 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
中
区
乙
多
見
三
六
九
―
一
五 

山
下 

敦
史 

山
下 

圭
乃 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
四
年
四
月
十
四
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
六
号 

令和５年１月１３日　岡山県公報　第１２４６３号



◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

岡
山
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
一
月
十
三
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

岡
山
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
又
は
保
証
人
」
を
削
る
。

「

「

別
表
第
二
岡
山
県
立
岡
山
朝
日
高
等
学
校
の
項
中

三
二
〇

三
六
〇

三
六
〇

一
、
〇
四
〇

を

三
二
〇

三
二
〇

三
六
〇

一
、
〇
〇
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立

―

―

」

」

「

「

―

―

―

―

瀬
戸
高
等
学
校
の
項
中

を

四
八
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
岡
山
南
高
等
学
校
の
項
中
「
一
二
〇
」
を
「
八
〇
」
に
、

四
八
〇

」

」

「

「
一
、
〇
〇
〇
」
を
「
九
六
〇
」
に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
岡
山
御
津
高
等
学
校
の
項
中

を

総

合

学

科

一
六
〇

四
〇
〇

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

二
四
〇

」

「

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

三
六
〇

三
六
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
倉
敷
古
城
池
高
等
学
校
の
項
中
「
八
八
〇
」
を
「
八
四
〇
」
に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
水
島
工
業
高

」

「

「

等
学
校
の
項
中

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

九
六
〇

を

八
〇

一
二
〇

一
二
〇

九
二
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
玉
野
高
等
学
校
の
項
中

―

―

」

」

「

一
六
〇

「

―

―

―

を

四
八
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
玉
野
光
南
高
等
学
校
の
項
中
「
四
〇
〇
」
を
「
三
六
〇
」
に

「
七
六
〇
」
を
「
七

、

三
二
〇

」

」

「

「

―

―

―

八
〇

二
〇
」
に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
笠
岡
高
等
学
校
の
項
中
「
五
二
〇
」
を
「
四
八
〇
」
に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
笠
岡
商
業
高
等
学
校
の
項
中

四
〇

を

に
改
め
、

―

―

―

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

―

」

」
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同
表
岡
山
県
立
井
原
高
等
学
校
の
項
中
「
五
二
〇
」
を
「
四
八
〇
」
に
、

「

井
原
市
井
原
町
一
八
〇
二

全

日

制

普

通

三
六
〇

を

井
原
市
井
原
町
一
八
七
五

全

日

制

園

芸

四
〇

―

―

―

―

―

―

家

政

四
〇

地

域

生

活

八
〇

」

「

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
総
社
高
等
学
校
の
項
中

井
原
市
井
原
町
一
八
〇
二

全

日

制

普

通

三
六
〇

地

域

生

活

一
二
〇

」

「

「

二
四
〇

二
四
〇

八
〇
〇

二
四
〇

七
六
〇

―

―

―

―

―

を

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
総
社
南
高
等
学
校
の
項
中

二
〇
〇

四
〇
〇

」

」

「

「

―

―

―

―

―

二
四
〇

二
四
〇

二
四
〇

を

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
新
見
高
等
学
校
の
項
中
「
七
〇
」
を
「
三
五
」
に

「
五
八
〇
」
を
「
五
四
五
」
に

、

二
四
〇

四
八
〇

」

」

「

「

―

―

―

―

―

一
二
〇

一
二
〇

一
二
〇

一
六
〇

三
二
〇

改
め
、
同
表
岡
山
県
立
勝
山
高
等
学
校
の
項
中

四
〇

四
〇

を

四
〇

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
真
庭
高
等
学
校
の
項
中

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

四
〇

四
〇

四
〇

四
〇

八
〇

」

」

「

「
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七
〇

七
〇

三
四
〇

七
〇

三
五
〇

―

―

―

―

―

―

―

四
〇

四
〇

四
〇

四
〇

四
〇

四
〇

―

―

―

―

―

四
〇

四
〇

四
〇

―

―

―

―

―

四
〇

四
〇

四
〇

を

に
改
め
、
同
表
岡
山
県
立
勝
間
田
高
等
学
校
の
項
中
「
三
八
〇
」
を
「
三
六
〇
」

四
〇

四
〇

八
〇

四
〇

四
〇

八
〇

―

―

―

―

三
五

三
五

一
四
〇

三
五

七
〇

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

三
五

三
五

三
五

」

」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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